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1.　～こづかグループ（こづか株式会社・有限会社大興資源）のご紹介～

■　製紙原料の買入・販売

■　資源集団回収の推進

■　一般廃棄物収集

■　産業廃棄物収集

■　産業廃棄物中間処理

■　古紙ステーションの設置

■　古布のリサイクル

■　機密文書のリサイクル

■　プラスチックリサイクル

■　出張リサイクル講師

廃プラスチック類（発泡スチロール含）処分承ります。

お見積り無料!! お気軽にお問い合わせください。

http://www.taiko-shigen.co.jp

 http://www.koduka.co.jp

経営理念

市民と企業のエコ活動に協力して、持続可能な循環型社会を目指す。

社内全体で相互に理解し合い、全従業員の幸福を追求する。

こづかグループ　サービスのご案内「資源を活かす」

こづか株式会社ホームページ 有限会社大興資源ホームページ

1

http://www.taiko-shigen.co.jp/


2.　エコアクション21　取り組みの対象活動

◆　こづかグループ(こづか株式会社・有限会社大興資源）コンセプト図

※認証対象範囲：こづか株式会社・有限会社大興資源ともに全組織・全活動

再生メーカー

収集運搬　有限会社大興資源

製鉄原料

梱包した衣類

プラスチック類

産廃

選別

圧縮

溶融

有限会社大興資源

中間処分場

こづか株式会社

製紙原料

古紙の

原料化

古布の

輸出向梱包

再生メーカー

製紙メーカー

金属くず商

選分業者

輸出

発展途上国の恵まれない地域の衣料

者
費
消

プラスチック原料

古布

古紙

一般持込

こづかグループの仕事

製紙原料
製鉄原料

プラスチック原料

金属くず古布 古紙

排出者

原料化後　売買

有限会社 大興資源

エコアクション21

取組み対象活動

こづか株式会社

エコアクション21

取組み対象活動

2



3-1.　事業概要　こづか株式会社

会社名 こづか　株式会社 法人設立 平成4年4月

代表者名 代表取締役　小塚　豪 資本金 1,000万円

事業内容 再生資源及び紙製品の売買、計量証明事業

※古紙の買取料金については電話又はメールでお問合わせください

売上高 80 千万円（2022年度）

従業員数 46 人

事業年度

会社所在地 本社 横浜市都筑区川和町247番地 2725㎡

横浜北事業所 1399㎡

富士営業所 静岡県富士市富士岡483-5 1164㎡

清水事業所 静岡市清水区谷津町1丁目333-1 1000㎡

保有車両 フォークリフト 15 台

計量機　台貫 4 台

ベーラー 4 台

合計 23 台

設備の処理能力

設置場所 能力

渡辺鉄工 ベーラー1号機 横浜北 120t／8h

渡辺鉄工 ベーラー1号機 本社 120t／8h

渡辺鉄工 ベーラー1号機 清水 120t／8h

ホーライ　改 ベーラー1号機 富士 32t／8h

取得認証一覧

名称 認証・登録番号 取得/登録年月日 更新年月日 有効年月日

エコアクション21 0002287 2008.3.14 2022.3.14 2024.3.13

ＴＥＬ　0543-69-5988

機械　名称 備考

認証機関

一般財団法人 持続性推進機構 （IPSuS）

ＴＥＬ　0545-34-0440

10月1日～9月30日

ＴＥＬ　045-929-1931

横浜市都筑区東方町895番地
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3-2.　事業概要　有限会社大興資源

会社名 有限会社　大興資源 法人設立 昭和58年6月

代表者名 代表取締役　猪又富美男 資本金 1,000万円

事業内容 再生資源回収、一般廃棄物及び産業廃棄物の収集・運搬、産業廃棄物中間処分

売上高 92 千万円（2022年度）

従業員数 89 人

事業年度 10月1日～9月30日

会社所在地 本社 横浜市都筑区川和町255番地4 2725 ㎡

横浜北営業所 横浜市都筑区東方町895番地 1399 ㎡

富士営業所 静岡県富士市富士岡483-5 1164 ㎡

ＴＥＬ　0545-34-0440

静岡営業所 静岡市清水区谷津町1丁目328-4 1000 ㎡

ＴＥＬ　0543-69-5996

川崎営業所 川崎市高津区久末2085-3-101

ＴＥＬ　044-750-7161

厚木営業所 神奈川県厚木市旭町3-18-9-305

ＴＥＬ　046-404-2172

渋谷支店 東京都渋谷区円山町6-7

積替・保管施設 465.41 ㎡

積換え又は保管を行う産業廃棄物の種類

廃プラスチック類（水銀使用製品産業廃棄物を含む）、紙くず、木くず、

金属くず（水銀使用製品産業廃棄物を含む）

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（水銀使用製品産業廃棄物を含む）

保管上限　 4.99㎥ 　　産業廃棄物保管面積 6.67㎡

保有車両 2トンパッカー 23 台 1トン平ボディ 2 台 軽トラック・軽バン 1 台

3トンパッカー 7 台 2トン平ボディ 7 台 乗用車 9 台

3.5トンパッカー 2 台 3トン平ボディ 3 台 中型アーム 0 台

4トンパッカー 0 台 3.5トン平ボディ 0 台 中型パッカー 0 台

4トンアームロール 4 台 4トン平ボディ 0 台 合計 62 台

6トンアームロール 1 台 2トンリンボーバン 1 台

6トンパッカー 2 台

処分場の処理能力 4.24ｔ/１時間

ＴＥＬ　045-929-4811

03-5428-8609

横浜市都筑区川和町255番地4の一部　外２筆

ＴＥＬ　045-929-4811
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3-2.　取得事業許可一覧

一般廃棄物収集運搬

地域 許可No 許可年月日 許可期限

横浜市 1105 H9.4.1 R6.3.31 更新手続き中

川崎市 0066 H12.10.1 R6.9.30

東京都
23区内1部

1355 H15.6.1 R7.5.31

厚木市 219→177 H18.4.1 R6.3.31 更新手続き中

産業廃棄物収集運搬

地域 許可No 許可年月日 許可期限

東京都 013-00-001023 H8.4.26 R8.4.25

神奈川県 014-02-001023 H4.3.23 R9.3.22

静岡県 022-01-001023 H4.12.17 R9.12.16

埼玉県 011-00-001023 H24.7.13 R9.7.12

山梨県 019-00-001023 H23.9.5 R8.9.4

千葉県 012-00-001023 H23.10.28 R8.10.27

茨城県 008-01-001023 H28.9.7 R8.9.6

群馬県 010-00-001023 H28.7.19 R8.7.18

栃木県 009-00-001023 H28.8.25 R8.8.24

産業廃棄物中間処分

地域 許可No 許可年月日 許可期限

静岡県 022-2200-1023 H19.6.21 R9.6.20

取得認証一覧

名　称 認証・登録番号 取得/登録年月日 更新年月日 有効年月日

エコアクション21 0001907 2007/10/2 2023/10/2 2025/10/1

プライバシーマーク 10870038(08) 2009/3/12 2023/3/10 2025/3/11
一般財団法人　日本情報経済社
会推進協会（JIPDEC）

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・
金属くず・ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）及び陶磁器くず・
がれき類

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・
金属くず・ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く）・及び陶磁器くず・が
れき類

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属くず・
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・
金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・
金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類

汚泥・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・
金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類

品　目

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず・木
くず

認証機関

一般財団法人 持続性推進機構 （IPSuS）

廃プラスチック類･金属くず･ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず･が
れき類

備　　考

渋谷区･目黒区・世田谷区

品　目

廃プラスチック類･金属くず･ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず･が
れき類

廃プラスチック類･木くず･金属くず･ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器
くず･がれき類
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4.　こづかグループ　廃棄物・資源物処理フロー

運　搬 中間処理 再生品 代表的な再生事業者

大王製紙川崎工場

レンゴー利根川

レンゴー利根川

レンゴー八潮

マスコー製紙

大宮製紙

ナカノ

山一金属

富士繁

丸勝運輸

ウツミリサイクルシステムズ

パナケミカル

亜星商事

富士繁

大興資源 シンシア

熱回収

熱回収

埋立

産業廃棄物
(混合廃棄物)

大興資源
民間産業廃棄
物処理施設

木材チップ
工場　破砕

売却
燃料

廃プラスチック類 大興資源
民間産業廃棄
物処理施設

発電
セメント原材料

こづか
プラスチック
原料

発泡スチロール 大興資源
こづか

選別･破砕

売却
リサイクルメーカー

プラスチック
原料

木くず 大興資源
大興資源

破砕

売却
こづか 燃料

金属くず 大興資源 大興資源
売却

こづか 製鉄原料

リサイクルメーカー
プラスチック
原料

製鉄原料

空き瓶 大興資源
売却 こづか

選別･破砕

売却
ビンメーカー ビン

スチール缶 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
金属くず問屋

海外で古着とし
てリユース

アルミ缶 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
アルミメーカー

缶・サッシ
電気部品等

古布 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
輸出商社

トイレットペー
パー

オフィス古紙 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
製紙メーカー

トイレットペー
パー

牛乳パック 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
製紙メーカー

製紙メーカー 板紙等

段ボール 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
製紙メーカー 板紙等

製紙メーカー 新聞用紙

雑誌 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却
製紙メーカー 板紙等

排
出
事
業
者
　

【
発
生
元

】

新聞紙 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却

雑がみ 大興資源
売却 こづか

選別･圧縮

売却

ペットボトル 大興資源
こづか

選別･圧縮

売却

再生プラスチック類 大興資源 大興資源
売却

一般廃棄物
（燃やすごみ）

大興資源
各自治体

焼却

売却
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5.　環境経営理念・環境経営方針

目次!A1

こづか株式会社

有限会社大興資源

６、本方針を公開し、朝礼、会議、ホームページで周知し、全従業員が、環境に配慮
した行動をするよう努めます。

①全ての従業員が幸福な未来を実現するため、エコライフを実践します。
②市民や企業のエネルギー節約に協力し、率先して省エネ行動をします。

③持続可能な循環型社会構築のため、リサイクルを推進するとともに、環境経営
の継続的改善を推進します。

１、廃棄物再生利用の可能性を追求し、すべての従業員がその情報を共有するよ
うに努めます。

２、すべての事業所・営業所において、CO2削減、節水、省資源に努めます。

３、ペーパーレス化・雨水利用などで、環境への負荷低減を目指します。

５、持続可能な循環型社会構築を目指して啓発と教育活動を行います。

４、廃棄物と再生資源の事業に関する法律を遵守します。

【こづかグループ　環境経営方針】

制定日　2006年12月1日

改定日　2023年12月1日

代表取締役　　小塚　豪

代表取締役　猪又　富美男

環境経営理念
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富士営業所
部門責任者

業務部 現場作業員

清水事業所
部門責任者

業務部 現場作業員

総務部

営業部

横浜北事業所
部門責任者

業務部 現場作業員

6-1.　環境組織図　こづか株式会社

事業の代表者
環境管理
責任者

EA21事務局
本社

部門責任者
業務部 現場作業員

各責任者の役割 環境対策に関する責任と権限 環境活動に関する主な業務内容

事業の代表者

全社の環境経営システムの総責任者 ■経営の課題とチャンスの明確化
■環境経営方針を承認する
■環境管理責任者の任命
■全体の取組状況の評価と見直し
■資源の用意

環境管理責任者

経営者に代わり、システム運用の総責任者とし
ての役割・権限を他の責任にかかわらず持つ
システム実績を事業の代表者に報告

■システム運用の維持管理
■マネージメントレビュー、エコアクション事務局会議等招集
■是正処置・予防処置の推進維持

エコアクション21事務局

環境管理責任者の補佐
環境コミュニケーション窓口
内部監査の実施

■教育・訓練計画の立案、実施
■環境経営計画通りの運用の実施と確認
■取扱数量の把握と半期ごとの集計
※（出庫数量、代納含まず）
■環境への負荷の自己チェック
■システム実績を環境管理責任者へ報告→事業の代表者へ
■内部監査の実施

部門責任者
部門システム運用責任者 ■環境経営方針、環境経営目標、部門目標の周知（掲示）

従業員
環境活動の実施者 ■部門責任者の指示等に従い環境活動を実施する
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静岡エリア
部門責任者

富士営業所
部門責任者

従業者

静岡営業所
部門責任者

従業者

横浜北
営業所

従業者

厚木営業所 従業者

渋谷営業所 従業者

川崎営業所 従業者

6-2.　環境組織図　有限会社大興資源　

事業の代表者

各責任者の役割 環境対策に関する責任と権限 環境活動に関する主な業務内容

環境管理
責任者

 EA21事務局

横浜エリア
部門責任者

本社 従業者

委託事業部 従業者

事業の代表者

全社の環境経営システムの総責任者 ■経営の課題とチャンスの明確化
■環境経営方針を承認する
■環境管理責任者の任命
■全体の取組状況の評価と見直し
■資源の用意

環境管理責任者

経営者に代わり、システム運用の総責任者としての役
割・権限を他の責任にかかわらず持つ
システム実績を事業の代表者に報告

■システム運用の維持管理
■マネージメントレビュー、エコアクション事務局会議等
招集
■是正処置・予防処置の推進維持

従業員
環境活動の実施者 ■部門責任者の指示等に従い環境活動を実施する

エコアクション21事務局

環境管理責任者の補佐
環境コミュニケーション窓口
内部監査の実施

■教育・訓練計画の立案、実施
■環境経営計画通りの運用の実施と確認
■取扱数量の把握と半期ごとの集計
※（ドライバー1人あたりの数量または燃料1Lあたりの走
行）
■環境への負荷の自己チェック
■システム実績を環境管理責任者へ報告→事業の代表
者へ
■内部監査の実施

部門責任者

部門システム運用責任者 ■環境経営方針、環境経営目標、部門目標の周知（掲
示）
■実施状況の確認と記録の収集

9



7-1.　こづかグループ　環境経営目標

目次!A1

こづか㈱ (有)大興資源 こづか㈱ (有)大興資源 こづか㈱ (有)大興資源

30,213 28,123 +100 +100 +200 +200

購入電力（kWh/t) 13.1 -2% -3%

CO2（購入電力（kg-CO2/t)） 6.5 -2% -3%

化石燃料（L/t) 14.9 -2% -3%

CO2（化石燃料（kg-CO2/t)） 38.3 -2% -3%

0.102 -2% -3%

-2%

1.　CO2排出量（購入電力、化石燃料）、および水使用量は各事業体の取扱量原単位とする。廃棄物は絶対値とする。

2.　2020年度実績値を基準値とする。

3.　取扱量は2020年度実績に対し+100t/年、他は2021年度中期計画通りとするが、2022年度末に再度見直す。

4.　化学物質は使用していないので目標とはしない。

5.　自社廃棄物は事業系一般廃棄物を示す。

6.　購入電力のCO2排出係数：2019年度調整後排出係数（富士事業所のみ東京電力㈱：0.442、他は日本テクノ㈱：0.501）

プラスチック再資源化の推進 推進内容検討 事業化準備 事業開始

年度 2020年度実績（基準年） 2023

-3%85.3

2022

取扱量の増加(t)

CO2排出量の削減

水使用量の削減(m3/t)

自社廃棄物の削減(t)

環境経営目標

10



7-2.　こづかグループ　環境経営計画

2022年度(2022.10-2023.09）　環境経営計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

●　CO2（電力、化石燃料）の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

◆　CO2（電気使用量、化石燃料）の削減

●　水使用量の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

●　自社廃棄物の削減

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実施者環境経営計画および取組内容 責任者
2022 2023

プロジェクターやモニターの活用 部門責任者 全従業者

社内HPおよび社内メール利用による紙利用の削減（GR) 部門責任者 全従業者

スキャナー・両面印刷の励行（GR) 部門責任者 全従業者

雨水の有効利用の検討（GR) 役員 役員

環境経営計画および取組内容 責任者 実施者
20232022

余分な開放がないかのチェック（GR) EA21事務局 全従業者

作業効率化(GR) 業務部 全従業者

スイッチ・エレベーターの適正管理（ＧＲ） 総務部 全従業者

エコドライブ・車両管理(TA) 業務部 ドライバー・営業

エアコン温度設定(GR) 部門責任者 全従業者

ドライバー一人当たりの重量目標の達成(TA) 総務部 総務部

責任者 実施者環境経営計画および取組内容
20232022

収集ルートの見直し（ＴＡ） 業務部 業務部

セールスドライバーの育成(TA) 営業・業務部 業務部

◆　水使用量の削減

2022 2023

GR=グループ全体、　KO=こづか株式会社、TA=有限会社大興資源 ←実施予定期間

●　取扱量の増加

環境経営計画および取組内容 責任者 実施者

営業会議・ドライバー会議の実施（GR） 総務部 営業社員

ブランド力強化（イベント等への参加）（GR） 総務部 総務部
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8.　部門別環境経営目標

◆　こづか株式会社

　●　本社

　●　横浜北事業所

　●　富士営業所

　●　清水事業所

　●　EA21事務局

現場監査が正確に行なわれるよう専任担当者が抜き打ちで各事業所を監査する。

◆　有限会社　大興資源

　●　横浜エリア　1人1日あたり3500㎏

　●　静岡エリア　1人1日あたり3000㎏

　●　委託部門　　燃費の向上

部門は左記のとおりとし、

月次内部監査　ALL「A」を目指す

監査項目を14から10に変更、数値も10点満点基準とし、数値を簡略化することで継続的な評価がフィード

バックしやすくなった。

監査項目の見直しは1年に1度とする。

12



EA21事務局の内部監査結果

作成：2023/10/10

期間

2022.10~2023.9

1 環境負荷のチェック 自己チェック表の作成 毎月、半期、年度末

2 環境経営方針のチェック 計画表実施結果作成 毎月

3 環境経営レポート レポートの作成 年度末

4 環境コミュニケーション 教育アンケート計画の実施 計画月

5 内部監査 各部門の監査実施 抜き打ち

NO. 内容 実施時期

13



作成者：藤澤 目次!A1

A

B+

A

B+

A

スコア
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9-1.　環境経営目標の実績　こづか株式会社

1.　取扱量の増加

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値
2022年度目標値

(+100t)
基準年度比 評価

取扱量 30,213t 26,866t 30,313t △3347ｔ ✕

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

購入電力 13.1kWh/t 13.1kWh/t 12.8kWh/t 0% △

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

購入電力起因
CO2排出量 6.5kg-CO2/t 6.5kg-CO2/t 6.4kg-CO2/t 0% △

こづか㈱の
CO2総排出量

記録のみ 176t-CO2 - - -

グループ全体の
CO2総排出量

記録のみ 1,031t-CO2 - - -

3.　水使用量の削減

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

水使用量 0.102m3/t 0.051m3/t 0.100m3/t △50% 〇

4.　自社廃棄物の削減

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

自社廃棄物 85.3t 56.2t 83.6t △34.1% 〇

5.　プラスチック再資源化の推進

2022年度目標

実績

参考：事業規模の推移

活動規模 単位 2022年 2021年 2020年 2019年

取扱量 t 26,866 29,059 30,213 30,214

売上高 百万円 800 760 700 305

従業員 人 46 47 35 28

床面積 ｍ
2 6,288 6,288 6,288 6,288

事業化準備

60t

以下の表の”◆”は、取扱量原単位を示します。

自社廃棄物排出量

◆　取扱量　（古紙、缶・ペット・ビン、古布の再資源化量）

2.　CO2排出量の削減

◆購入電力使用量　（CO2排出係数は、富士事業所のみ東京電力㈱：0.442、他は日本テクノ㈱：0.501）

◆CO2排出量 

◆水使用量
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9-2.　環境経営目標の実績　有限会社大興資源

1.　取扱量の増加

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値
2022年度目標値

(+100t)
基準年度比 評価

取扱量 28,123t 9,733t 28,223t △18,380t ✕

※集団回収部門が新会社として独立になったため、取り扱量が減少になった原因となります。

2021年度実績値

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

化石燃料 14.9L/t 34.2L/t 14.6L/t +129% ✕

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

化石燃料起因
CO2排出量

38.3kg-CO2/t 87.9kg-CO2/t 37.5kg-CO2/t +129% ✕

(有)大興資源
CO2排出量

記録のみ 855t-CO2 - - -

3.　自社廃棄物の削減

評価項目
評価基準数値
(2020年度）

2022年度実績値 2022年度目標値(-2%) 基準年度比 評価

自社廃棄物 85.3t 56.2t 83.6t △34.1% 〇

5.　プラスチック再資源化の推進

2021年度目標

実績

参考：事業規模の推移

活動規模 単位 2022年 2021年 2020年 2019年

産廃収集運搬量 t 3,333 3,441 3,833 2,076

産廃中間処分
処理量

t 12 24 0 238

売上高 百万円 920 969 968 1,077

従業員 人 89 145 140 135

床面積 ｍ
2 6,288 6,288 6,288 6,288

27,660
一般廃棄物・再生
資源収集運搬量

t 6,400 23,490 24,290

事業化準備

60t

以下の表の”◆”は、取扱量原単位を示します。

◆　取扱量（一般廃棄物・産業廃棄物・再生資源の収集運搬量）

2.　CO2排出量の削減

◆化石燃料使用量（ガソリン、軽油）

◆CO2排出量 

自社廃棄物排出量
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10.　環境経営計画・取組およびその評価

●　CO2（電力、化石燃料）の削減

◆　CO2（電気使用量、化石燃料）の削減

スイッチ・エレベータの適正管理（GR) 総務部 全従業者 〇

●　水使用量の削減

◆　水使用量の削減

●　自社廃棄物の削減

プロジェクターやモニターの活用 部門責任者 全従業者 〇

会議資料の両面印刷による紙使用量削減 〇

社内HPおよび社内メール利用による紙利用の削減(GR) 部門責任者 全従業者 朝礼などで呼びかけ・教育内容に盛り込む 〇

次年度の
計画

継
続

スキャナー・両面印刷の励行(GR) 部門責任者 全従業者

会議等での使用。資料削減

環境経営計画および取組内容 責任者 実施者 適用される手順またはすべき取り組み 評価

〇 継
続雨水の有効利用の検討(GR) 役員 役員 トイレ洗浄水の雨水利用、洗車・清掃への利用の検討 〇

余分な開放がないかのチェック(GR) EA21事務局 全従業者 環境への負荷の自己チェック毎月実施

環境経営計画および取組内容 責任者 実施者 適用される手順またはすべき取り組み

責任者 実施者 適用される手順またはすべき取り組み環境経営計画および取組内容 評価 次年度の
計画

エコドライブ・車両管理(TA) 業務部 ドライバー・営業 ドライバーマニュアル、考課表による技能評価、社内講習会 〇

継
続

エアコン温度設定(GR) 部門責任者

スイッチの配置図作成、掲示、消灯点検

全従業者 社内掲示、温度設定は冷房時27℃、暖房時20℃に設定 〇

作業効率化(GR) 業務部 全従業者 業務会議による配車見直し 〇

総務部

セールスドライバーの育成(TA) 営業・業務部 業務部 マニュアル化、ルール作り 〇

ドライバー一人当たりの重量目標の達成(TA) 総務部 総務部 回収量実績の確認 〇

評価 次年度の
計画

●　取扱量の増加

環境経営計画および取組内容 責任者 実施者 適用される手順またはすべき取り組み 評価

地域のイベントに参加（都筑区民まつり） 〇

収集ルートの見直し（ＴＡ） 業務部 業務部 採算ルートの整理 〇

次年度の
計画

営業会議・ドライバー会議の実施（GR） 総務部 営業社員 営業会議の役員参加 〇

継
続

ブランド力強化（イベント等への参加）（GR） 総務部
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◆2022年度評価

こづか株式会社

有限会社大興資源

総評

　

こづかグループ　2023年度以降の中長期環境経営目標

こづか㈱ (有)大興資源 こづか㈱ (有)大興資源

26,666 6,400 +200 +200

購入電力（kWh/t) 13.1 -3%

CO2（購入電力（kg-CO2/t)） 6.5 -3%

化石燃料（L/t) 14.9 -3%

CO2（化石燃料（kg-CO2/t)） 38.3 -3%

0.102 -3%

1.　CO2排出量（購入電力、化石燃料）、および水使用量は各事業体の取扱量原単位とする。廃棄物は絶対値とする。

2.　2020年度実績値を基準値とするが取扱量は2022年度実績値とする

3.　2023年度は今中期計画の最終年度に当たり、2024年度以降の中期目標は次年度末に策定する

4.　化学物質は使用していないので目標とはしない。

5.　自社廃棄物は事業系一般廃棄物を示す。

6.　購入電力のCO2排出係数：2019年度調整後排出係数（富士事業所のみ東京電力㈱：0.442、他は日本テクノ㈱：0.501）

2020年度実績（基準年） 2023

11.　環境経営目標に対する取組の評価

今年度は、横浜北事業所の省エネタイプ梱包ベーラーを導入したことをきっかけに電気使用量と水使用量を削減することができました。

しかし、昨今の古紙減少の煽りと近くに大きな古紙問屋が出来たことにより、取扱量が減ったため、トン当たり電気使用量に大きな変化が

ありませんでした。また、取扱量が減少したことに比例し自社で出した廃棄物量も減少されました。

今後は、昨年度に未取得になった新プラ法の再資源化許可を取得し、取扱量を増やしていきたいと考えています。

大興資源として集団回収部門を独立させたことにより大きく取扱量が減少したと共にランニングコストも減りました。しかし、取扱量の減

少が大きいため、トン当たり化石燃料使用量が大きく目標未達となりました。

今後は、産業廃棄物委託処理事業を大きく躍進する計画もありますので、取扱量を大きくしたいと考えています。

この１年は、古紙発生量が大きく減少して、他業者でも取扱量が減っているのが現状であり、世間のペーパーレス化により今後も減少予定

にあります。

その中、新プラ法施行に要因で大興資源とこづか株式会社に脱炭素を行うビジネススキームを各企業様より相談されることが多くなりまし

た。

プラ業界において、再資源化する部分において大きな課題はいくつかありますが、許可の取得を期に古紙と共に取扱量を増やし環境コスト

を抑えて再資源化業者として環境経営を行いたいと思います。

環境経営目標

CO2排出量の削減

水使用量の削減(m3/t)

自社廃棄物の削減(t)

年度

取扱量の増加(t)

-3%

プラスチック再資源化の推進 2021年度に目標を設定

85.3

2023年度事業化準備
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12-1.　教育・訓練の計画・実施　こづか株式会社

1.教育内容

2.教育・訓練計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

3.　緊急事態への対応

半期に１度工場における防災訓練やリスクアセスメントを実施。

毎月の現場会議において、環境負荷低減や省資源などの教育活動を議題に取り入れ、作業員の意識を

高めた。

(1)　リスクアセスメントの内容

・紐取り作業の安全研修

・コンベア使用時の安全確認

・老朽化した機械の安全確認,

・管理等の徹底

(2)　消火器の点検

・年に２回、消火器・消火栓の場所の認識テスト結果（3月・９月に実施）

　消火器：85％、消火栓：88％

(3)その他

・消防署点検において在庫管理見直し、指摘の通り横浜北事業所の消火器を一本交換しました。

・防災訓練はこづかグループとして(有)大興資源と共同で9月８日に行いました。

緊急事態への
対応訓練

横浜エリア・
静岡エリア

機械に関する教育
横浜エリア・
静岡エリア

各部門では毎朝の朝礼を実施、K.Y.T（危険予知トレーニング）を実施。

古紙梱包ベーラーなど10年以上使用している機械の老朽化による故障火災を防ぐため、各事業所の所長が機

械のチェックをし、作業員に講習・報告会を毎月実施。

火災や地震などの災害時、工場内で人が通る動線を確保するため、荷物に合わせたラインを引き、置き場の整

理を実施。毎年3月・9月には部門別に消防訓練を行い、実際の火災を想定して緊急事態対応規定の実用性を

確認する。

毎月の定例会議では、環境管理責任者より、エコアクション２１の活動内容について、環境目標の確認、必要な

活動計画などを教育している。

内容 対象

環境に関する教育
横浜エリア
現場作業員

2022 2023
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12-2.　教育・訓練の計画・実施　有限会社大興資源

1.教育内容

2.教育・訓練計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

3.　緊急事態への対応

(1)　防災訓練

今年３月に本社全フロアの消火器配置図を全事務員に周知しました。

９/8（金）に消火器を使って防災訓練を行いました。

今期はこづかグループとして「日南防災」の指導の下、実際に消火器を使用しての消火訓練を行いました。

・各避難経路の確認と消火栓の設置場所の確認を行いました。

・社内緊急時一時避難場所の確認→全従業員で事業所、営業所内を確認してまわった。

・昨年は事務所棟側の屋上にて消火器の使用方法を訓練しました、今年は１Fの作業現場で消火器訓練を実施しました。

　→消火器の使用法と声掛けの必要性を再確認した。

　　

＜反省＞

火災警報器が不具合が起こし、突然の警報音が鳴らされました。

・原因調査の結果

感知器の内部に水が入ったり、感知器内部が結露することでも誤作動

・対処法としては

一部の煙感知器を「防雨型」に交換しました。その後様子を確認します。

（湿度が高い場所、湯気や水滴が直接かかるような場所には煙感知器は設置しないのが原則です）

(2)　安全運転講習会

・講義形式で危険予知について学んだ。

・危険要因の予測と回避

・バック中に起きる事故が増えているため、後方確認のための必要動作。

・注意しなければならないポイントについて実際に起こり得る状況に照らし合わせながら学んだ。

・改めて一人ひとりが自覚をもって基本に忠実に行動することの必要性を再認識した。

緊急事態への
対応訓練

横浜エリア・
静岡エリア

2022 2023

・年一度、全従業員を対象とし環境に関する教育を行い、教育受講アンケートを回収し次回の教育内容への参考とする。

　今回のアンケート内容は以下の通り

　＊「紙コップリサイクル、根付くか「廃棄物」から意識変革へ」研修内容について感じたこと

　＊エコアクション２１につながる活動としてアイデアの募集

　＊こづかグループでの取り組み

内容 対象

環境に関する教育
横浜エリア・
静岡エリア
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13.　環境コミュニケーション

1.内部コミュニケーションの手段

①　社内ホームページの情報共有・活用

②　Googleカレンダーでスケジュール共有

③　LINEでチャット連絡

社内ホームページ活用イメージ

2.外部コミュニケーションの手段

・都筑祭り

今回はアルミ付き紙パックを再生利用するために回収していることを宣伝しました。

多くの方にアルミ付き紙パックの出し方と分類について聞かれました。

多くの方が資源の再生利用の興味を持たれた。

本年度は、昨年度に続き縮小をして行われました。
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14-1.　環境関連法規のとりまとめと遵守評価
法規等の最新版確認日：2023年9月1日

こづか㈱ (有)大興資源 2023年3月 2023年9月

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

廃棄物処理 第７条
第14条
第15条
第12条

排出事業者責任
契約書の締結
マニフェストの発
行
施設の管理

廃棄物排出時
業務受注時
収集運搬時
中間処分場運営

〇 〇 〇

各事業所所在地の廃
棄物に関わる条例
一廃：横浜市、静岡
市、富士市
産廃：神奈川県、静岡
県

廃棄物処理 排出事業者責任
適正な処理

廃棄物排出時

〇 〇 〇

許可取得の各行政条
例
一廃：東京の一部、横
浜市、川崎市、厚木市
産廃：東京都、神奈川
県、静岡県、埼玉県、
山梨県、千葉県、茨木
県、群馬県、栃木県

各焼却施設への搬入
廃棄物の引き取り

不適合物の搬入
不適合物の収集

焼却施設搬入時
廃棄物の収集時

〇 〇 〇

静岡県産業廃棄物の
適正な処理に関する
条例

処理業者による不適正
な処理の防止

産業廃棄物の処
理状況の報告等

中間処理

〇 〇 〇

神奈川県生活環境の
保全等に関する条例

公害の防止
環境負荷の低減

事業全般
〇 〇 〇 〇

横浜市生活環境の
保全等に関する条例

公害の防止
環境負荷の低減

事業全般
〇 〇 〇 〇

PCリサイクル法、家電
リサイクル法、小型家
電リサイクル法

特定家庭用機器、小型
家電、PCのリサイクル

適正なリサイクル 業務受注時
廃棄時

〇 〇 〇 〇

道路交通法 道路の危険防止
交通の安全

道路の交通方法
運転免許
運転者の義務

道路通行時

〇 〇 〇

自動車NOX・PM法 ディーゼル自動車への
規制

第4条
第12条
第17条

基準値の遵守 車両購入時
車検時 〇 〇 〇

貨物自動車運送事業
法

輸送の安全確保
事業の健全な発達

廃棄物収集運搬
〇 〇 〇

消防法 指定可燃物の保管 条例別表7 ぼろ、紙くずの保
管量

商品の保管時
〇 〇 〇

フロン排出抑制法 業務用機器の冷媒適
正管理（使用時漏洩の
削減）

第16条 簡易点検、定期
点検、充填時の
漏えい量報告、
適正廃棄報告

事業所のエアコ
ン

〇 〇 〇

浄化槽法 清掃・保守点検
水質検査
定期検査

第5条
第8～10条
第11条

定期点検、清
掃、法定検査

富士営業所　WC

〇 〇 〇

適用事業者 遵守評価
法規等の名称 規制概要

該当する条
項等

規制詳細 規制の適用
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14-2.　環境関連法規遵守と訴訟・苦情等有無の来歴

目次!A1

2021年3月 2021年9月 2022年3月 2022年9月 2023年3月 2023年9月

無 無 無 無 無 無

無 無 無 無 無 無

無 無 無 無 無 無

2021年3月 2021年9月 2022年3月 2022年9月 2023年3月 2023年9月

無 無 無 無 無 無○環境に関する外部からの苦情

起こりえる違反事項
訴訟・違反の有無

○環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反の有無

○関係機関からの指摘

○訴訟の有無

環境に関する外部からの苦情など
苦情の有無
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15-1.　代表者による全体の評価と見直し　こづか株式会社

見直し実施日 見直し者　代表取締役　小塚　豪

収集した資料

①　環境経営目標 ④　エコアクションの審査結果

②　取り巻く環境の変化 ⑤　前回の指示事項の対応状況

③　環境経営計画・取り組み

環境経営方針 □必要 ☑不必要

環境経営目標 ☑必要 □不必要

実施体制、その他 □必要 ☑不必要

環境管理責任者への指示事項

変更の必要性の判断

■重機の省電力化の検討

■周辺の環境活動への参加

2023年12月10日

①　2022年度環境経営レポート（案）

評価内容

総評

今期は、燃料費や光熱費の高騰や、古紙の発生量の減少やリサイクルペットボトル

の販売価格の低下などが利益減少の原因となりました。

昨年より、今期の予想は立っていたので、横浜北事業所の梱包機を省エネタイプに

変更して、光熱費を通常の3分の2に抑える事が出来ました。

今後は、環境ビジネスが大きく変化する中、昨年度は取得が出来なかった新プラ法

の再資源化許可を再度取得しよう考えおり、古紙の発生量の減少を少しでもリカ

バーできるような経営体制を考えております。
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15-2.　代表者による全体の評価と見直し　有限会社大興資源
目次!A1

見直し実施日 見直し者　代表取締役　猪又富美男

収集した資料

①　環境経営目標

②　取り巻く環境の変化

③　環境経営計画・取り組み

環境経営方針 □必要 ☑不必要

環境経営目標 ☑必要 □不必要

実施体制、その他 □必要 ☑不必要

環境管理責任者への指示事項

総評

今期は、もともと部門であった集団回収が大興リサイクルという新会社で独立

して大興資源としての取扱量も燃料費も減っています。

トラック１台あたりのコストは、昨年度、旧車を何台かを入替えることで昨年

度より抑えることが出来ましたが、昨年の賃金高騰や社会問題になっているド

ライバー不足（募集費の増額）が起因して、回収しなければならないトラック

の１台のコストに変化は見られませんでした。

来期は、こづか株式会社が新プラ法の許可を取得することにより、脱炭素を掲

げる企業に対して新しい再資源化処理スキームを提供することが可能になると

見込まれます。

そのうえで、取扱量と売上増加を目指しトラック１台あたりのコストを下げよ

うと考えており、まだ残っている旧型トラックの買い替えも出来るよう努めよ

うと思います。

変更の必要性の判断

■生産性向上と環境負荷の低減の具体的対策

■市況に合わせた新たな目標の見直し

2023年12月10日

①　2022年度環境経営レポート（案）

評価内容

④　エコアクションの審査結果

⑤　前回の指示事項の対応状況
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